
●事業承継セミナー●  ・・ 事業承継をお考えの方！今がチャンスです！！ ・・ 

第１回 平成 30 年 6 月 7 日(木)   ◎親族内承継のポイント  ◎事業承継税制の活用  

講師：税理士 藤井 英雄  税理士 野澤 和也  会場：パートナーズ PLAZA 内 

時間 15：30～17：00  会費：無料  定員：20 名 ※お問い合わせ：0258-36-2686(笠原・鹿住) 

※内容のご質問等については、TEL 0258-34-3213  担当 司法書士 大野 豊 まで 

※配信中止等のお問い合わせは、ホームページ http://www.3d-m.jp/n_contents/stopform.html からお願いします。

・・・文章中のこのマーク   をクリックして詳しい情報をどうぞ・・・ 
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ワンポイント 通信 
第３８７号 ２０１８年５月１日発行

E-mail pro@3d-m.jp  Web http://www.3d-m.jp/ 

TEL 0258-36-2685    FAX 0258-35-2820 

財産を相続できる 

失踪者 

財産を管理できる 

不在者 

財産の持ち主の生死が不明。 

ノート注釈
不在者とは、従来の住所又は居所を去り、容易に戻る見込みのない者のことです。不在者は、生きている可能性があります。


ノート注釈
失踪者とは、家庭裁判所への申立てにより、失踪宣告をされた者のことです。失踪者は亡くなっている可能性が高いです。失踪宣告とは、生死不明の者に対して、法律上死亡したものとみなす効果を生じさせる制度です。その生死が７年間明らかでないとき（普通失踪）、又は戦争、船舶の沈没、震災などの死亡の原因となる危難に遭遇しその危難が去った後その生死が１年間明らかでないとき（危難失踪）は、家庭裁判所への申立てにより、失踪宣告をすることができます。


ノート注釈
不在者名義の財産が存在していた場合、不在者が自ら財産管理人を置いた場合以外は、利害関係人の申立により家庭裁判所へ財産管理人選任の申立をします。その結果本人の財産を管理し、時には処分することが可能となります。（例：親の遺産分割協議や本人名義の財産の処分等）


ノート注釈
失踪宣告がされると、本人は普通失踪では失踪後７年経過した日、特別失踪では危難時に、それぞれ亡くなったものとみなされます。この為、失踪宣告された者の財産は、相続人に相続されることとなります。


http://www.3d-m.jp/n_contents/kome.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/onepoint_2018.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/q-a.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/fmonepoint.html



